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将来像について 

１．第１次・第２次総合計画の将来像 

【新市建設計画・第１次総合計画】 

ひとが輝く 地域が輝く 

～住み良さが実感できる自立と共生のまち～ 

                                 ↓ 

【第２次総合計画】 

ひとが輝く 地域が輝く 伊賀市 

～勇気と覚悟が未来を創る～ 

 

２．審議会の意見 

 ・住民自らが積極的に作り上げるまちというテーマを掲げてほしい。 

・また行きたい、また戻ってきたいと思えるまち 

・伊賀市の原風景を見つめ直し 

・見えるようなシンボルがあればよい 

・つながり、ぬくもり、安心安全をベースに 

・魅力がみつかるまち 

・住んでいる人、勤めにきている人、外国人等それぞれの視点 

・将来像はこのままでよいのでは 

・「輝く」という言葉がよい 
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３.将来像の考え方 

・ 将来像は「ひとが輝く 地域が輝く」を基本とする。または、より一層高める表現とする。 

【みんなのテーマとの関連】 

 みんなのテーマ 将来像 サブテーマ 

１ こどもが育ち、大人も育つ 

 

ひとが輝く ― 

２ 持続可能なまちを未来に

引き継ぐ 

地域が輝く ― 

３ つながりを結びなおす 

 

― ？ 

 

４．将来像案（１～４） 

１．すべての     

２．すべての  共生のまち 

３．すべての   

  ４．一人ひとりが   
 

伊賀市は、すべての市民が輝く未来を目指しています。 

こどもが夢を追いかけ、健やかに成長できる環境を提供し、大人も学び続け、自己成長やそ

れぞれの分野で時代を担う人を育むための機会を充実させます。  

また、持続可能なまちづくりに全力を注ぎ、環境に優しい取り組みや、素晴らしい自然環境

や豊富な文化資源などを生かした産業や文化の振興など、未来の世代に引き継ぐことができ

る持続可能なまち・むらの共生を目指します。 

さらに、地域社会のつながりを再構築し、強固なコミュニティを形成します。 

住民同士の交流を深めるための活動を促進し、世代や多様な背景を超えた対話と協力を

奨励します。市民、地域、企業、行政が一体となり、共通の目標に向かって協働し、伊賀市全体

が一体感を持って発展します。 

 

※ この将来像は、こどもから大人まで全ての世代が共に成長し、持続可能なまちを未来に引

き継ぐための取り組みを進めます。また、地域のつながりを強化し、協力と対話を重視する

ことで、全ての市民が輝く社会を実現します。 
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５．サブテーマ案 

  「みんなのテーマ」：つながりを結び直す 

  ◇策定本部（庁内会議）の意見 

・第１次・第２次総合計画を踏まえてのサブテーマ 

   ・伊賀市らしさ、今らしさ 

・市民参画の視点 

 

  ※市民に行動を促す案 

１．～みんなで話そう 伊賀市の未来～ 

２．～参加して みんなで話す まちづくり～  

  ※戻ってきたいまち、原風景という視点の案 

３．～戻ってきたい 戻ってこられるを実現できるまち～ 

  ～戻ってきたい 戻れる を実現できるまち～ 

４．～美しい現風景を守り伝えるまち～ 

 ※住んでいる人・いない人の視点の例 

５．～自然・歴史・文化 織りなすまち 伊賀市～ 
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